
   
 
 

 今から、量産部品の発注を開始します！（今、暫くお待ちください。で、もう試作は作りません）  

電動仕様のリクエストが増えたので、ライブ仕様の総生産数を『どうしよう？』とか『日本型は何台作る、べきか？』、西側基準の、

出来合いモーター（やギヤボックス）を中国でも簡単に手に入れられるのだろうか？相当悩

みました。（右写真は候補のモーターの“１つ”です）残念でしたが、日本人顧客からの役立

つサジェストは、有りませんでした。が。『えいや！』で、今週から、部品発注を開始しておりま

す。今しばらく、お待ちください。 

完成品の組立、フィニッシュ＝この手の人海戦術が必要なアピアランス（塗装関連）の部分

は、今回、かなり中国工場に依存しています。 

が、基幹部品は、勿論、日本製なんです・・・電動で、幾種類の精密加工部品がダメになる

か？だけです・・・現状・・・悩みは・・・勿論、整備に必要な、分解が必要な飾り部品（精度が

求められる）や、メッキは日本製です。しかし弁慶（義経・しづか）と US ポーターモーガル。昨年まで見せていた試作品とは大幅

且つ大胆に変わります。具体的には外観に拘りました、そう。米国型の電動完成品のせいです。 

昨今の映画、（ハウスオブダイヤモンド）等でも出ていましたが、G スケールのナローゲージ電動モデルは、子供向け玩具市場

で、アッパークラスのご家庭では、一定数の需要が有るのですね。プラーレールや N ゲージでは無いのですね！この階層は！ 

そのセグメントに訴求するには、或る程度、見た目と価格を『注視』しておかねばならない事が、佳く理解できます。そのベクトル

（方向性）に、今回のモデルはグッと舵を取っております。ご期待ください（ですから、価格は、RTR の見た目に比して、割と安目

なんです。此処の部分のコスト削減。実現の為には、手抜き箇所を何処にすべきなのか？に、かなり神経を使いました）あ！勿

論、接着などの方法は禁止ですよ！と言う訳で、予約特価販売を年内は継続します。 

が！今月からの予約希望のお客様は『自維（高市）』の招いた超円安を反映させて頂きますので、ご了承ください。 

１１月前（岸田・石破時代迄）に、予約頂いている方の予約提供価格は、変わらないのでご安心ください。で、米国にストックした

モデル（予約以降の在庫販売には、トランプ関税がしっかり加算されますので、リーズナブルなご予約特価購入をお勧めします） 
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 すみません。輸入品ですが（値上げします。かなり頭に来ています！）  

自自政権の無策で輸入品は、円安の影響をモロに被っていますで、価格改定をします（値上げします）。まぁ、合衆国の様な、

『関税』が原因では無いですが、此れは、日本政権の政策無策によるドル高です。 

ドル安時に購入した在庫が有る輸入品の価格は据え置きますのでご安心ください（在庫の有無をご確認ください）。 

レール（サンセットバレー製）類は、確実に値上げします。私等の零細企業の努力では如何ともし難いので。ご容赦ください。 

 

 

上記商品（コロ/現在在庫品は別）も￥13200⇒￥15000 に、値上げします。以下、（メタルシリンジ）輸入消耗品は変わりません。 

 


